
        2026 年 5 月 23 日 

 

 

        岡部昌平 

 

 

 

第 392 回山口西田読書会のプロトコル（2026 年 5 月 23 日開催／同 6 月 6 日配付） 

 

 

 

【テキスト】 

 旧全集の第四巻 後編「知るもの」四の第 5 段落、351 頁 11 行目から、352 頁 11 行目までを読了。 

 

 

【キーセンテンス】 

 唯我々が主語となって述語とならない個物を考へるといふことが同時に述語面が広がるといふことであ

って、之によって述語面が限定せられるのである。 

 

 

【問い】 

 『善の研究』では差別的な知識による判断の領域と主客未分の領域とを区別し、その間に何等かの超越

を認めつつ、両者の関係を認める考えが述べられていたが、「知るもの」にある「一般概念」「個物」「具

体的一般者」「限定」との関係はこの時点でどのように整理されるか。 


